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令和元年度（２０１９年度）学校版環境ＩＳＯへの取組 概要報告 

 

 

 

１ 取組の概要 

項目 活動の様子（写真） 取組の実際 

宣言 

（職員宣言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（児童宣言） 

 

 

 

 

 

 

【職員宣言】 

・ 職員用の宣言項目を作り、職員室内の見やすいところ

に提示（B４サイズでラミネートしたもの）し、常に

意識させてきた。また、宣言項目を基に職員から子ど

も達への声かけを行ってきた。 

１ 教師自らが環境の保全および環境の改善に目を向け

実践します。 

２ 両面刷り、刷り損ない用紙は再利用し紙を大切に使います。 

３ 不要な照明はこまめに切ります。 

４ 水は節約して使います。 

５ 整頓された教室にします。 

６ 消耗品や備品などは無駄なく効果的に使います。 

７ 校舎内外の美化に努めましょう。 

８ 換気や照明に気をつけ効果的な電気の使用に努めます。 

【児童宣言】 

・本年度より、各教室に児童宣言（平井っ子環境宣言）の 

掲示を行い、児童自身の環境意識を高めてきた。児童の 

目に入る場所に掲示を行ったことで水や電気等の節約 

を率先して行うようにしてきた。 

１ 水は大切に使います！ 

２ 電気はこまめに消します！ 

３ まどを開けて換気をします！ 

４ 身のまわりの整理整頓をきちんとします！ 

５ ゴミが落ちていたら、すぐに拾います！ 

【数値目標】 

① エコキャップの量を昨年度より５％増やす。 

（昨年度⇒45,000個） 

② 電気使用量を昨年度より５％減らす。 

（昨年度⇒34,727㎾） 

③ 水道使用量を昨年度より５％減らす。 

（昨年度⇒2,874㎥） 

※４月～１２月までの調査 

管内 市町村 学校名 

玉名 荒尾市 荒尾市立平井小学校 
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行動 

（エコキャップ） 

 

 

 

 

 

 

（グリーンカーテン） 

 

 

 

 

 

 

（毎日の水やり） 

 

 

 

 

 

（節電の取り組み） 

 

 

 

 

 

（節水の取り組み） 

 

・エコキャップ回収の取り組みでは、生活環境委員会を中

心になぜそれが必要なのか、集会の場で全児童への周知

を行った本年度は４月から１２月までに約４７０００

個のエコキャップが集まった。昨年度の記録を大きく上

回ったため、１月からも取り組んでいきたい。回収した

エコキャップの整理は、生活環境委員会の児童が積極的

に行い、意欲的に啓発していた。 

・グリーンカーテンの取り組みでは、「エコパートナーあ

らお」からたくさんのゴーヤの苗を提供していただき、

生活環境委員会で苗の植え付けをした。毎日環境委員会

で水やりを行い、夏になると、校舎の２階まで伸び、職

員室にはグリーンカーテンができあがった。グリーンカ

ーテンのおかげで、直射日光を防ぐことができ、とても

涼しく感じられた。 

・生活環境委員会では、当番を作り、毎日の水やりを忘れ

ずに取り組んだ。生活環境委員の水やりの姿は、他の子

ども達の見本となっていて、各学級園では冬の花や野菜

がきれいに咲いている。 

 

 

・各教室に電気の消し忘れがないかを確認できるような掲

示を行った。また、生活環境委員会の取り組みで、一週

間、昼休みや掃除の時間に電気が付いていないかのチェ

ックを行い、節電の呼びかけをしてきた。 

 

 

・本校の児童の実態として、給食後のおぼん洗いや歯磨き

の際に、水を出し過ぎてしまう傾向があったため、水の

使い方などのマニュアルとなるものを各教室のベラン

ダ側の窓に掲示をしている。生活環境委員会が洗い方な

どを集会の場で全校児童に知らせた。 

 ○おぼんのあらいかた 

  ・おぼんの上に水を少しだけ出して洗う。 

 ○はみがきのやりかた 

  ・コップ一杯の水で歯磨きをする。 

 ○ぞうきんをしぼるとき 

  ・掃除でぞうきんをしぼる時は、必ずバケツを用意し 

ておく。 
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記録 

（集計表） 

 

 

 

 

 

・生活環境委員会では、エコキャップ集計表を作成し、月

毎にどれだけエコキャップが集まったのかを棒グラフ

にして、子ども達の目の届くところに掲示をした。また、

昨年度の月毎のエコキャップの量も掲示し、比較し、意

識させてきた。 

計 約 47,000個（昨年度約 45,000個） 

昨年比 ＋4.4％（目標をほぼ達成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計 29,472㎾（昨年度 34,727㎾） 

昨年比 －⒖1％（目標を大きく上回った） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計 2,411㎥（昨年度 2,874㎥） 

昨年比 －16.1％（目標を大きく上回った） 

見直し 

電気や水道使用量を減らしてい

く。 

 

・児童への節電や節水の意識付けは進んでいるが、徹底に

は至らないため、呼びかけや取組みの見直しが必要。今

後は、環境委員会を中心に、電気や水道使用量を減らす

ための活動の具体化効果を考えて、実践をしていく。 
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２ 成果と課題 

成 果 課 題 

・エコキャップ回収の取組は、本校の特徴的

な取組みとして児童にも家庭・地域にも定

着しており、年々回収量が増加している。

今後も継続、発展させていきたい。 

・グリーンカーテンの取組みは、児童に植物

を育てる喜びや達成感を育てるとともに、

地球に優しい取組みであることを考えさ

せることができた。 

・水道、電気使用量は、昨年度に比べて減少

して良かった。本年度からエアコンと電子

黒板が導入されたことで、電気の使用量が

増加することを心配していたが、それ以外

の所で節電できていた成果である。 

・夏の水道使用量が少ないのは、水筒を毎日

持参させてきたことからかもしれない。 

・記録（数値的なもの）を定期的に取り、子

ども達への周知を行って、取り組みへの意

識を高め、目標達成へ見通しを持てるよう

にする。 

・児童の環境への意識は高まってきている

が、個人差があるように感じる。今後も、

家庭、地域と共に取組を進め、子ども達の

環境に対する意識向上へ繋げていきたい。 

・集会や放送などでの児童への周知が少なか

ったため、生活環境委員会を中心に積極的

に周知していきたい。 

 


